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　令和6年4月6日（日）、新たな文化複合施設を考える市民ワークショップの第１回
が開催されました。現在、青梅市では市民ホール、大型児童センターなどを含む文化複
合施設と多目的屋外スペースの整備を進めています。このワークショップでは世代や立
場の異なる市民が集い、青梅らしい施設のあり方について自由に考え、ざっくばらんに
それぞれの想いを共有することを目的に開催しています。
　「市民にとって身近で長く愛されるにはどうすればよいのか？」「子どもの居場所にな
るためにどんな仕掛けが必要？」などなど…、全6回にわたって様々な視点からこれか
らの青梅について考えていきます。また、当日の白熱した様子はこのニュースレターを
通して広く発信していきます。参加されていない方も巻き込みながら青梅のまちを盛り
上げていきたいと思います！
　

「青梅のまちじまん・文化じまん」

参加者の声

楽しかったです！皆さん愉快な方々で有意義でした。

多種多様な方々が集っており、とても良かった。
こういう機会を提供する公共施設が欲しいと思いました。

とても楽しかったです。シニアが元気！
高校生がまじめ！メンバーがすごい！

参加者の年齢や住んでいる地域、関わっている活動等に
よって課題点に違いがあったように感じました。
普段関わる機会のなかった方々と、ワークショップを
通して交流できたのは貴重な経験でした。

青梅はとにかく自然が良いからそれは活かしてほしい！

ついにキックオフ！

青梅の魅力ってなんだろう？

　初回はアイスブレイクもかねて、皆さんが暮らす青梅のまちについて
じっくり考えるテーマを設定しました。全部で6グループ、10代から
70代までの方が参加しましたが、世代は違えど皆さんが日頃思っている
ことは共通していた印象です。
　青梅の魅力＆自慢ポイントについては、「自然が豊か」「ひとが優しい」
といったご意見が多く出され、他にも、「青梅大祭」「青梅マラソン」など
まち全体がにぎわうお祭りがあることも魅力のひとつとして挙げられま
した。
　一方、青梅が抱える課題については、先に記載したような魅力を全国
に「発信できていない」という声が真っ先に挙がっていました。若い世
代の柔軟なアイデアをどんどん取り入れ、様々な手法で魅力発信してい
くことが早急の課題のようです。また、これから作る新文化複合施設で
は青梅のシンボルとしてしっかりとした情報発信を行っていくことも重
要な視点かもしれません。
　次回以降のワークショップで施設に求める取り組みや必要な機能につ
いて深堀していきたいと思います！
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参加者の意見一挙大公開！ レイアウトの都合上、皆様からのご意見を
一部抜粋しています。ご了承ください。


